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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2024年６月25日に提出いたしました第123期（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　サステナビリティに関する考え方及び取組

（気候変動への対応・ＴＣＦＤ提言への取り組み）

ｄ．指標及び目標

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

２【サステナビリティに関する考え方及び取組】

（気候変動への対応・ＴＣＦＤ提言への取り組み）

ｄ．指標及び目標

　　（訂正前）

＜省略＞

◆容器包装材プラスチック使用量削減（原単位）目標進捗状況

目標値 項目
基準年の

対象範囲

基準

年度

目標

年度
－

2023年度迄

の削減率
評価

容器包装材

プラスチッ

ク使用量

（原単位）

25％以上削

減

－

当社及び子会

社１社

（※５）

2013年 2030年 －
基準年度比

6.2％削減

食用油向けボトル

の軽量化、業務用

油脂製品のフィル

ム構成変更による

薄肉化により減少

しております。

＜省略＞

 

　　（訂正後）

＜省略＞

◆容器包装材プラスチック使用量削減（原単位）目標進捗状況

目標値 項目
基準年の

対象範囲

基準

年度

目標

年度
－

2023年度迄

の削減率
評価

容器包装材

プラスチッ

ク使用量

（原単位）

25％以上削

減

－

当社及び子会

社１社

（※５）

2013年 2030年 －
基準年度比

3.5％削減

食用油向けボトル

の軽量化、業務用

油脂製品のフィル

ム構成変更による

薄肉化により減少

しております。

＜省略＞
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